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北毛保健生協組合員現勢
2016年10月末現在

組合員……………… 17,253人●
出資金………………６億9,799万円
１人平均出資金…… 40,457円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来　第２月　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

国
連
総
会
第
一

委
員
会
（
軍
縮
・

国
際
安
全
保
障
問

題
）
は
、
10
月
27

日
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
締
結
交
渉
を
来
年
２
０

１
７
年
３
月
か
ら
開
始
す
る
決

議
案
を
賛
成
１
２
３
ヶ
国
で
採

択
し
た
。
反
対
38
ヶ
国
、
棄
権

16
ヶ
国
で
し
た
。
核
保
有
国

の
米
・
英
・
仏
・
露
は
反
対

し
、
中
国
な
ど
は
棄
権
を
し

た
。現

在
、
世
界
で
は
１
万
５
千

発
以
上
も
の
核
兵
器
が
保
有
さ

れ
て
い
る
と
云
う
。
新
聞
は

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実

現
へ
の
画
期
的
な
動
き
と
評
価

し
て
い
る
。

し
か
し
核
保
有
国
の
米
は

「
核
抑
止
力
」
に
影
響
が
出
る

な
ど
と
同
盟
国
を
脅
し
、
決
議

に
反
対
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け

た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
も
米
に
屈
し
反
対

に
ま
わ
っ
て
い
る
。

日
本
は
世
界
で
唯
一
原
爆
の

投
下
を
受
け
た
国
で
あ
る
。
国

内
で
は
高
齢
化
し
て
い
る
被
爆

者
・
被
爆
２
世
・
３
世
の
人
た

ち
が
苦
し
み
な
が
ら
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
国
民

に
背
を
向
け
米
の
い
い
な
り
の

な
さ
け
な
い
安
倍
政
権
が
見
ら

れ
る
。

（
有
馬
支
部
　
町
田
）

段
取
り
八
分
仕
事
二
分
!!
「
強
化
月
間
実
施
計
画
」
つ
く
り
で
、
９
月
か
ら
準
備
を
始
め

取
り
組
ん
だ
「
生
協
強
化
月
間
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。

各
支
部
で
は
、
目
標
達
成
に
向
け“

わ
く
わ
く‘

す
る
事
や
困
難
な
こ
と
も
み
ん
な
で
力
を

あ
わ
せ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
仲
間
ふ
や
し
で
11
支
部
。
出
資
金
ふ
や
し
で
全
支
部
が
達

成
し
ま
し
た
。
多
く
の
新
し
い
組
合
員
を
迎
え
、
生
協
の
活
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

榛東支部　細野富子さんの
息子さん協力の2016年度強化月間タイトル

続
け
て
い
る
総
訪
問
行
動
と
二

つ
を
大
き
な
目
標
と
し
て
運
営

委
員
会
で
決
め
ま
し
た
。

名
義
変
更
で
は
各
地
域
別
で

班
会
を
開
き
地
域
調
査
を
し
ま

し
た
。
地
域
別
だ
と
近
所
の
様

子
も
よ
く
わ
か
り
「
〇
〇
さ
ん

は
亡
く
な
っ
て
か
ら
10
年
も
経

っ
て
い
る
の
に
ま
だ
そ
の
ま

ま
」
と
か
、「
そ
の
家
で
も
名

義
変
更
を
ど
う
や
れ
ば
よ
い
か

解
ら
ず
に
い
る
の
で
は
な
い

春に植えたもみじが真紅に！強化月間にいろどりを

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
②
仲
間
を
増

や
し
、
出
資
金
を
増
や
し
、
年

間
目
標
達
成
に
近
づ
け
る
、
③

赤
城
北
部
地
域
の
配
布
者
を
増

や
し
配
布
率
を
上
げ
る
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
赤
城

南
部
地
域
は
生
協
の
事
業
所
を

利
用
し
て
い
る
方
で
未
加
入
者

を
訪
問
。
新
た
な
組
合
員
さ
ん

に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
箱
を
贈
呈

し
て
北
毛
病
院
の
パ
ン
フ
で
活

動
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
成
果

は
数
名
で
す
が
11
月
か
ら
の

「
く
ら
し
と
医
療
」
の
配
布
の

手
配
も
出
来
ま
し
た
。
赤
城
北

部
地
域
は
、
配
布
者
を
訪
問
し

北
毛
保
健
生
協
活
動
を
Ｐ
Ｒ
。

日
ご
ろ
の
ご
苦
労
に
感
謝
の
気

持
ち
を
届
け
よ
う
と
テ
ィ
ッ
シ

ュ
１
箱
を
持
ち
、
深
山
、
津
久

田
、
長
井
小
川
田
、
宮
田
を
１

日
か
け
訪
問
し
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
て
い
る
方
、引
越
し
た
方
、

地
域
の
情
報
を
得
て
名
義
変
更

や
新
加
入
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
計
画
を

み
ん
な
の
も
の
に

赤
城
支
部

強
化
月
間
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
①
北
毛
保
健
生
協
活
動
を

赤城支部　津久田地域の訪問

金島支部　金井地域の訪問

か
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
者
を
先
ず
訪

問
し
よ
う
と
行
動
日
を
決
め
ま

し
た
。
訪
問
す
る
と
「
ど
う
や

っ
て
よ
い
か
解
ら
ず
、
良
く
来

て
く
れ
た
」
と
よ
ろ
こ
ば
れ
た

り
「
そ
の
ま
ま
で
い
い
よ
」
と

言
っ
て
い
た
人
を
説
得
し
て
名

義
変
更
に
応
じ
て
も
ら
え
ま
し

た
。
１
件
で
３
回
か
ら
４
回
も

伺
い
ま
し
た
。

対
話
の
中
で
、
北
毛
保
健
生

協
の
こ
と
や
身
体
の
不
自
由
な

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
大
変

な
生
活
に
心
が
暗
く
な
っ
た
り

し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、金
島
支
部
で
例

年
行
っ
て
い
る
総
訪
問
行
動
で

成
果
を
上
げ
、
年
間
目
標
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
班
会
も
出
資
金

ふ
や
し
も
年
間
目
標
を
達
成
し

て
、
あ
と
数
人
の
仲
間
増
や
し

を
年
内
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

の
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
す

が
、
意
気
も
上
が
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
前
橋
市
に
隣
接
す

る
大
久
保
地
区
の
訪
問
行
動
は

苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

役
員
が
あ
ら
か
じ
め
下
話
を
し

て
も
ら
う
作
戦
が
功
を
そ
う
し

て
い
ま
す
。
週
１
回
の
訪
問
行

動
で
、
北
毛
病
院
の
概
要
説
明

に
重
点
を
お
き
、
ま
ず
は
病
気

に
な
ら
な
い
こ
と
が
第
一
で
す

が
、『
も
し
も
の
時
は
是
非
北

毛
病
院
へ
』
と
、
お
話
を
し
て

い
ま
す
。

吉岡支部　大久保地域の訪問

な
せ
ば
成
る
の
精
神
で

吉
岡
支
部

今
年
度
の
年
間
目
標
の
数
字

を
目
に
し
た
時
は
、「
今
年
は

無
理
か
も
し
れ
な
い
な
あ
」
と

思
い
つ
つ
、
与
え
ら
れ
た
数
字

に
は
全
員
で
頑
張
ろ
う
と
運
営

委
員
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
ざ
出
陣
、
吉
岡
支
部
の
底
力

を
見
せ
る
と
き
は
強
化
月
間
の

時
で
す
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

り
、
11
月
初
め
に
は
、
出
資

金
・
仲
間
ふ
や
し
と
も
に
、
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

月
間
目
標
達
成
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
年
間
目
標
も
成
し
遂

げ
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。
数
人

段
取
り
九
分
で

班
会
開
催

金
島
支
部

金
島
支
部
で
は
、
今
年
の
強

化
月
間
に
名
義
変
更
と
、
長
く

月
間
目
標
達
成
の
要
因
は
計
画

が
具
体
的
で
、
運
営
委
員
一
人

ひ
と
り
が
計
画
を
理
解
し
行
動

し
た
こ
と
で
す
。
配
布
者
さ
ん

を
増
や
す
事
と
配
布
率
を
上
げ

る
課
題
は
残
り
ま
し
た
が
、
配

布
者
さ
ん
と
親
し
く
な
れ
有
意

義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
組
合
員
と
と
も
に

せ
い
き
ょ
う
の
礎
を
!!
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保健学校 始まる 保健学校 始まる 保健学校 始まる 
2016年度 2016年度 

絶
好
の
旅
日
和
に
、
猿
ヶ
京

へ
出
発
。
三
国
館
で
昼
食
を
と

り
、
人
情
芝
居
と
唄
と
踊
り
を

観
賞
。
手
拍
子
と
大
笑
い
で
ス

ト
レ
ス
解
消
!!

宴
会
は
、
子
持
の
原
口
理
事

の
進
行
で
、島
田
子
持
支
部
長
、

角
田
赤
城
支
部
理
事
の
挨
拶
、

関
口
赤
城
支
部
長
の
乾
杯
で
ス

タ
ー
ト
。
生
協
強
化
月
間
は
、

両
支
部
と
も
に
目
標
を
達
成
。

気
分
も
晴
れ
や
か
。
料
理
・
カ

ラ
オ
ケ
・
温
泉
も
最
高
。
千
明

看
護
部
長
、
林
看
護
副
部
長
、

組
織
の
担
当
木
村
さ
ん
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
と
て
も
楽
し

い
交
流
会
で
し
た
。

（
赤
城
支
部
　
Ｔ
・
Ｍ
）

紅
葉
に
は
早
か
っ
た
が
10
月

26
日
に“

た
く
み
の
里
遊
神

館‘

へ
支
部
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
組
合
員
24
人
職
員
２

人
、
バ
ス
の
中
は
賑
や
か
、
車

外
は
た
わ
わ
に

実
っ
た
り
ん
ご

が
た
く
さ
ん
。

温
泉
に
ゆ
っ

く
り
つ
か
り
、

昼
食
は
チ
ョ
ッ

ピ
リ
豪
華
で
満

腹
。
帰
り
は

「
コ
キ
ア
花
畑

（
箒
草
）に
寄
り

ま
し
た
。
菊
と

コ
キ
ア
の
紅
葉

の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
と
て

も
綺
麗
で
し
た
。

道
の
駅
お
の
こ
を
９
時
に
出
発
、

15
時
に
帰
着
。
近
場
の
旅
行

も
た
ま
に
は
良
い
も
の
で
す
。

10
月
18
日
八
木
原
支
部
の
懇

親
旅
行
は
、
21
人
の
参
加
で
に

ぎ
や
か
に
、
楽
し
く
行
っ
て
き

ま
し
た
。
赤
谷
湖
で
休
憩
、
記

念
写
真
を
撮
り
、
三
国
峠
温
泉

御
宿
本
陣
へ
、
天
然
温
泉
で
日

ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
、
宴
会
で

は
飲
み
放
題
で
の
ど
を
潤
し
、

お
し
ゃ
べ
り
と
カ
ラ
オ
ケ
で
大

合
唱
。
湯
沢
駅
に
あ
る
「
が
ん

ぎ
ど
お
り
」
で
新
潟
の
名
産
品

を
た
く
さ
ん
買
っ
て
、
楽
し
く

交
流
で
き
た
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

11月９日（水）から保健学校が始まりました。今年
度の受講生は、６支部から13人。初日は、第１講座
「保健委員の仕事」。第２講座「医療生協のいのちの章

典」です。２月22日まで７講座が開かれます。みんな
で卒業を目指しがんばります。

〔
市
街
地
〕

小
　
菅
　
文
　
子
　
入
　
沢

福
　
田
　
夏
　
子
　
　
〃

伊
　
能
　
敏
　
雄
　
　
〃

関
　
　
　
秀
　
夫
　
坂
下
町

小
　
畑
　
孝
　
子
　
下
　
郷

小
　
菅
　
と
み
江
　
長
塚
町

岡
　
田
　
亘
　
雄
　
新
　
町

根
　
岸
　
ま
り
子
　
藤
ノ
木

田
　
中
　
照
　
美
　
上
　
郷

伊
　
藤
　
文
　
子
　
　
〃

原
　
沢
　
正
　
直
　
　
〃

大
　
竹
　
秀
　
文
　
御
　
蔭

〔
半
　
田
〕

神
　
保
　
ミ
　
ツ
　
半
　
田

町
　
田
　
八
重
子
　
　
〃

慶
　
野
　
　
　
修
　
　
〃

狩
　
野
　
　
　
覚
　
　
〃

入
内
島
　
照
　
男
　
　
〃

a

橋
　
良
三
郎
　
　
〃

狩
　
野
　
小
百
里
　
　
〃

狩
　
野
　
光
　
夫
　
　
〃

田
　
島
　
茂
　
守
　
　
〃

伊
　
佐
　
英
　
子
　
　
〃

齋
　
藤
　
好
　
雄
　
　
〃

金
　
井
　
信
　
夫
　
　
〃

小
　
林
　
ヒ
ロ
子
　
　
〃

萩
　
原
　
エ
　
ツ
　
　
〃

a

橋
　
久
　
男
　
　
〃

石
　
井
　
文
　
博
　
　
〃

赤
　
田
　
泰
　
二
　
　
〃

黒
　
崎
　
義
　
大
　
　
〃

〔
八
木
原
〕

永
　
山
　
浩
　
子
　
八
木
原

小
谷
野
　
と
　
し
　
　
〃

黒
　
岩
　
み
よ
子
　
　
〃

〔
有
　
馬
〕

野
　
田
　
枝
美
子
　
有
　
馬

中
　
島
　
明
　
美
　
　
〃

中
　
島
　
栄
　
司
　
　
〃

中
　
島
　
　
　
奏
　
　
〃

中
　
島
　
　
　
操
　
　
〃

山
　
口
　
寿
　
隆
　
　
〃

萩
　
原
　
彩
　
矢
　
　
〃

萩
　
原
　
亜
由
子
　
　
〃

萩
　
原
　
淳
　
史
　
　
〃

萩
　
原
　
聖
　
矢
　
　
〃

牛
　
口
　
七
　
南
　
　
〃

牛
　
口
　
芳
　
紀
　
　
〃

冨
　
井
　
　
　
栄
　
　
〃

冨
　
井
　
美
江
子
　
　
〃

a

津
　
は
つ
江
　
　
〃

大
川
原
　
サ
ト
シ
　
　
〃

大
川
原
　
孝
　
夫
　
　
〃

〔
豊
　
秋
〕

須
　
田
　
唯
　
禾
　
石
　
原

a

橋
　
岳
　
洋
　
　
〃

松
　
村
　
初
　
江
　
石
　
原

〔
金
　
島
〕

板
　
倉
　
美
　
江
　
金
　
井

板
　
倉
　
光
　
子
　
　
〃

都
　
丸
　
和
　
幸
　
　
〃

堀
　
地
　
ハ
ル
コ
　
　
〃

千
木
良
　
洋
　
子
　
　
〃

松
　
村
　
公
　
代
　
　
〃

岸
　
さ
　
と
　
子
　
　
〃

福
　
島
　
榮
　
子
　
　
〃

笹
　
部
　
共
　
栄
　
　
〃

田
　
中
　
武
　
夫
　
　
〃

平
　
賀
　
貞
　
男
　
　
〃

新
　
井
　
し
　
づ
　
　
〃

小
井
土
　
富
　
夫
　
　
〃

都
　
丸
　
武
　
彦
　
　
〃

今
　
成
　
和
一
郎
　
川
　
島

〔
子
　
持
〕

小
　
渕
　
　
　
淳
　
上
白
井

林
　
　
　
詳
　
恵
　
　
〃

林
　
　
　
初
　
男
　
　
〃

生
　
方
　
せ
ん
平
　
　
〃

生
　
方
　
絹
　
代
　
　
〃

島
　
田
　
き
み
子
　
北
　
牧

後
　
藤
　
　
　
潔
　
中
　
郷

石
　
川
　
貞
　
雄
　
　
〃

齋
　
藤
　
め
ぐ
み
　
　
〃

齋
　
藤
　
里
恵
子
　
　
〃

冨
　
沢
　
知
　
子
　
　
〃

山
　
岸
　
シ
ズ
子
　
　
〃

牧
　
　
　
一
　
芳
　
吹
　
屋

〔
赤
　
城
〕

中
　
村
　
な
つ
え
　
上
三
原
田

須
　
田
　
ナ
　
ツ
　
北
赤
城
山

清
　
水
　
モ
　
ン
　
北
上
野

狩
　
野
　
貞
　
代
　
敷
　
島

狩
　
野
　
キ
ヨ
子
　
津
久
田

茂
　
木
　
ま
つ
の
　
長
井
小
川
田

長
　
岡
　
恵
　
子
　
溝
呂
木

五
味
川
　
菊
　
松
　
三
原
田

野
　
口
　
欽
　
子
　
　
〃

野
　
口
　
剛
　
志
　
　
〃

田
　
子
　
和
　
夫
　
宮
　
田

諸
　
田
　
貞
　
子
　
　
〃

須
　
田
　
丈
　
夫
　
深
　
山

〔
吉
　
岡
〕

後
　
藤
　
　
　
誠
　
漆
　
原

須
　
田
　
く
み
子
　
　
〃

須
　
田
　
正
　
夫
　
　
〃

佐
　
藤
　
正
　
善
　
大
久
保

高
　
橋
　
隆
　
寿
　
　
〃

櫻
　
井
　
延
充
子
　
上
野
田

長
　
屋
　
竜
　
太
　
　
〃

金
　
山
　
信
　
恵
　
北
　
下

金
　
山
　
洋
　
一
　
　
〃

坂
　
庭
　
恵
　
子
　
　
〃

一
　
倉
　
美
津
子
　
　
〃

岩
　
h

良
　
晴
　
　
〃

小
　
菅
　
サ
ト
子
　
　
〃

萩
　
原
　
和
　
浩
　
　
〃

新
　
井
　
俊
　
哉
　
下
野
田

秋
　
山
　
光
　
浩
　
　
〃

〔
榛
　
東
〕

小
　
菅
　
喜
代
斗
　
長
　
岡

岩
　
田
　
正
　
一
　
　
〃

小
　
林
　
一
　
男
　
広
場
場

小
　
林
　
久
　
江
　
　
〃

〔
北
　
橘
〕

森
　
田
　
尚
　
男
　
上
箱
田

井
　
上
　
留
　
雄
　
小
　
室

佐
　
藤
　
萌
　
子
　
下
箱
田

中
　
村
　
ヲ
ツ
江
　
　
〃

小
　
石
　
一
　
満
　
下
南
室

a

梨
　
治
　
孝
　
箱
　
田

萩
　
原
　
伸
　
一
　
　
〃

a

梨
　
洋
　
子
　
八
　
崎

関
　
口
　
精
　
二
　
　
〃

生
　
方
　
寛
　
之
　
分
郷
八
崎

羽
生
田
　
秋
　
江
　
真
　
壁

a

橋
　
春
　
雄
　
　
〃

小
　
池
　
か
な
こ
　
　
〃

串
　
淵
　
　
　
聡
　
　
〃

下
　
田
　
あ
や
美
　
　
〃

下
　
田
　
　
　
均
　
　
〃

〔
小
野
上
〕

石
　
田
　
　
　
正
　
小
野
子

佐
　
藤
　
コ
　
ト
　
　
〃

斉
　
藤
　
利
　
江
　
村
　
上

斎
　
藤
　
美
津
恵
　
　
〃

斎
　
藤
　
林
一
郎
　
　
〃

横
　
山
　
　
　
勇
　
　
〃

〔
吾
妻
郡
〕

青
　
木
　
ヨ
リ
子
　
草
津
町

下
　
谷
　
要
治
郎
　
嬬
恋
村

篠
　
原
　
政
　
信
　
長
野
原
町

〔
前
橋
市
〕

竹
　
下
　
初
　
代
　
総
社
町
総
社

〔
高
崎
市
〕

佐
　
竹
　
ハ
ル
子
　
福
島
町

増
資

〔
市
街
地
〕

石
　
坂
　
春
　
子
　
東
　
町

堀
　
口
　
友
　
市
　
　
〃

狩
　
野
　
つ
　
る
　
　
〃

大
　
井
　
カ
ツ
子
　
入
　
沢

小
　
林
　
右
　
二
　
坂
下
町

j

橋
　
仁
　
司
　
　
〃

宮
　
前
　
道
　
春
　
上
　
郷

a

j

静
　
子
　
並
木
町

〔
半
　
田
〕

矢
　
島
　
久
美
子
　
半
　
田

石
　
井
　
米
　
子
　
　
〃

〔
八
木
原
〕

内
　
田
　
り
う
子
　
八
木
原

都
　
丸
　
禮
　
子
　
　
〃

儘
　
田
　
一
　
枝
　
　
〃

〔
有
　
馬
〕

角
　
張
　
雪
　
子
　
有
　
馬

加
　
藤
　
一
　
久
　
　
〃

〔
豊
　
秋
〕

森
　
田
　
章
　
夫
　
石
　
原

永
　
井
　
三
代
子
　
　
〃

〔
金
　
島
〕

福
　
島
　
ク
　
ニ
　
祖
母
島

横
　
手
　
澄
　
子
　
　
〃

森
　
田
　
富
　
一
　
金
　
井

清
　
水
　
重
　
雄
　
　
〃

清
　
水
　
シ
ツ
子
　
　
〃

岸
　
　
　
芳
　
夫
　
　
〃

坂
　
田
　
ヨ
　
ネ
　
　
〃

中
　
澤
　
哲
之
助
　
　
〃

金
　
井
　
保
太
郎
　
　
〃

〔
子
　
持
〕

狩
　
野
　
惠
　
一
　
北
　
牧

島
　
田
　
憲
　
子
　
　
〃

斉
　
藤
　
は
る
子
　
中
　
郷

紺
　
野
　
　
　
茂
　
　
〃

紺
　
野
　
米
　
子
　
　
〃

峯
　
岸
　
高
　
二
　
吹
　
屋

峯
　
岸
　
テ
ル
子
　
　
〃

〔
赤
　
城
〕

a

橋
　
隆
　
夫
　
上
三
原
田

角
　
田
　
つ
た
江
　
津
久
田

角
　
田
　
喜
　
和
　
　
〃

進
　
邦
　
キ
ミ
子
　
　
〃

須
　
田
　
　
　
町
　
　
〃

木
　
暮
　
洋
　
子
　
溝
呂
木

永
　
井
　
千
栄
子
　
見
　
立

宮
　
内
　
孝
　
子
　
三
原
田

宮
　
内
　
政
　
己
　
　
〃

岩
　
井
　
光
　
義
　
　
〃

長
　
岡
　
み
ど
り
　
　
〃

藤
　
川
　
ま
さ
子
　
持
柏
木

〔
吉
　
岡
〕

松
　
村
　
は
つ
へ
　
漆
　
原

善
　
戝
　
俊
　
子
　
大
久
保

阿
久
澤
　
伊
野
江
　
　
〃

中
　
村
　
恵
　
一
　
　
〃

高
　
村
　
康
　
子
　
　
〃

米
　
山
　
　
　
豊
　
小
　
倉

塚
　
田
　
敏
　
子
　
上
野
田

石
　
田
　
憲
　
一
　
　
〃

〔
北
　
橘
〕

町
　
田
　
俊
　
美
　
上
南
室

山
　
田
　
　
　
彬
　
下
箱
田

千
　
明
　
藤
　
枝
　
　
〃

〔
小
野
上
〕

清
　
田
　
憲
　
弘
　
小
野
子

佐
　
藤
　
満
　
雄
　
　
〃

佐
　
藤
　
と
　
き
　
　
〃

飯
　
塚
　
仁
　
雄
　
　
〃

飯
　
塚
　
春
　
枝
　
　
〃

小
　
野
　
浩
　
子
　
　
〃

佐
　
藤
　
守
　
良
　
　
〃

齋
　
藤
　
琴
　
寿
　
村
　
上

吉
　
澤
　
キ
ミ
エ
　
　
〃

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
　
〃

村
　
上
　
壽
壽
子
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

佐
　
藤
　
　
　
結
　
伊
香
保

〔
吾
妻
郡
〕

石
　
坂
　
た
つ
子
　
東
吾
妻
町

石
　
坂
　
な
お
み
　
　
〃

小
　
池
　
か
め
り
　
　
〃

飯
　
塚
　
け
　
い
　
　
〃

〔
高
崎
市
〕

牧
　
　
　
律
　
雄
　
棟
高
町

〔
職
　
員
〕

青
　
木
　
崇
　
浩
　

増
　
　
　
　
資

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、
健
康
な
く
ら
し
を
!!

加
　
　
　
　
入

２
０
１
６
年
10
月

秋
の 

近
場
の
旅
行
も
い
い
も
の

小
野
上
支
部

お
し
ゃ
べ
り
と
カ
ラ
オ
ケ

で
大
合
唱

八
木
原
支
部

猿ヶ京「赤谷湖畔」にて

みなかみ町「たくみの里」で

猿
ヶ
京
「
長
生
館
」

正
面
玄
関
で

両
支
部
で
楽
し
く
交

流

組合員ホール２階

強
化
月
間
達
成
で
晴
れ
や
か

子
持
・
赤
城
支
部
合
同
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昭
和
28
年
に
北
毛
診
療
所
が

渋
川
市
坂
下
町
に
開
設
さ
れ
63

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
開
設
当

時
と
比
べ
周
辺
の
風
景
も
す
っ

か
り
変
わ
り
ま
し
た
。
２
０
０

７
年
、
老
健
ほ
く
も
う
の
開
設

に
伴
い
併
設
の
診
療
所
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
が
始
ま
る
以
前
よ

り
訪
問
看
護
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
開
始
し
、
外
来

診
療
と
共
に
在
宅
診
療
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

の
病
気
や
ご
家
族
の
こ
と
、
生

活
環
境
、
地
域
の
こ
と
ま
で
配

慮
で
き
る
よ
う
な
医
療
や
介
護

の
提
供
を
志
を
高
く
目
指
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
施
設
を
含
め
往
診
に

伺
う
患
者
さ
ん
は
約
１
０

０
名
に
な
り
ま
す
。
在
宅

で
療
養
や
介
護
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
患
者
さ
ん
を
取
り
巻

く
環
境
も
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
北
毛
診
療
所
で
は
職

場
部
会
で
患
者
さ
ん
の
病

状
や
状
態
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
持
た
れ
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
満
足
度

の
高
い
医
療
や
介
護
は
ど

ん
な
こ
と
か
試
行
錯
誤
の

医療講座 医療講座 

即
効
性
の
あ
る
漢
方
薬

北
毛
病
院
内
科
　
吉
　
野
　
和
　
博

漢
方
薬
は
、
刻
ん
だ
複
数
の

生
薬
を
煎
じ
て
お
茶
の
よ
う
に

（
？
）
飲
む
の
が
本
来
の
服
用

法
で
す
。
し
か
し
現
在
で
は
、

水
分
を
と
ば
し
て
粉
薬
の
よ
う

に
し
た
、
エ
キ
ス
製
剤
が
汎
用

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

い
つ
で
も
速
や
か
に
服
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。漢

方
薬
と
い
う
と
、
長
期
間

服
用
し
て
い
く
う
ち
に
、
じ
わ

じ
わ
効
い
て
く
る
よ
う
な
印
象

を
持
た
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し

即
効
性
の
あ
る
漢
方
薬
も
あ
り

ま
す
。
一
般
的
に
、
ブ
レ
ン
ド

さ
れ
て
い
る
生
薬
数
が
少
な
い

ほ
ど
、
速
く
効
く
傾
向
に
あ
る

よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
芍
薬
甘
草
湯
（
シ

ャ
ク
ヤ
ク
カ
ン
ゾ
ウ
ト
ウ
）
と

い
う
処
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
芍
薬

と
甘
草
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
足
が
つ
れ
た
時
（
こ
む

ら
返
り
）
に
服
用
す
る
と
、
速

や
か
に
効
き
ま
す
。
ま
た
、
毎

晩
の
よ
う
に
睡
眠
中
に
足
が
つ

る
方
は
、
寝
る
前
に
予
防
的
に

内
服
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
絞
り
込
ま
れ
る
よ

う
な
お
腹
の
痛
み
に
も
有
効
で

す
。例

え
ば
、
五
苓
散
（
ゴ
レ
イ

サ
ン
）
と
い
う
処
方
が
あ
り
ま

す
。
名
前
に
も
つ
い
て
い
る
と

お
り
、
５
種
類
の
生
薬
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
分
を
摂
る

た
び
に
、
カ
ポ
ッ
と
吐
い
て
し

ま
う
こ
と
を
繰
り
返
す
よ
う
な

時
に
有
効
で
す
。
粉
の
ま
ま
ぺ

ろ
ぺ
ろ
な
め
る
と
、
嘔
吐
が
止

ま
り
ま
す
。
脱
水
状
態
で
ぐ
っ

た
り
し
て
い
た
子
供
が
、
み
る

み
る
回
復
し
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば
、
白
虎
加
人
参
湯

（
ビ
ャ
ッ
コ
カ
ニ
ン
ジ
ン
ト
ウ
）

と
い
う
処
方
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
５
種
類
の
生
薬
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
炎
天
下
で
作
業

し
た
と
き
に
、体
温
が
上
が
り
、

汗
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
て
急
激

に
脱
水
状
態
に
な
る
熱
中
症
。

こ
ん
な
と
き
に
服
用
す
る
と
、

熱
く
な
り
す
ぎ
た
体
を
冷
ま

し
、
水
分
の
流
出
を
食
い
止
め

て
、
回
復
を
早
め
ま
す
。

例
え
ば
、
麻
黄
湯
（
マ
オ
ウ

ト
ウ
）
と
い
う
処
方
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

初
期
の
初
期
、
寒
気
と
関
節
痛

や
皮
膚
の
ピ
リ
ピ
リ
感
の
み
の

時
期
（
漢
方
で
は
表
寒
と
い
い

ま
す
）
に
服
用
す
る
と
、
高
熱

が
出
る
前
に
治
り
ま
す
。
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、

時
期
が
遅
れ
る
と
あ
ま
り
効
き

ま
せ
ん
し
、
熱
湯
に
溶
か
な
い

と
、
効
果
が
半
減
し
て
し
ま
い

ま
す
。

今
回
、
い
く
つ
か
の
処
方
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
即
効
性
の
あ
る
漢
方
処

方
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
適

正
な
タ
イ
ミ
ン
グ
、
適
正
な
方

法
で
服
用
し
、
十
分
な
効
果
を

得
た
い
も
の
で
す
。

職
場
紹
介
⑲

北

毛

診

療

所

毎
日
で
す
。

『
具
合
は
い
か
が
で
す
か
』

『
お
変
わ
り
は
な
い
で
す
か
』

何
気
な
い
会
話
か
ら
患
者
さ
ん

と
職
員
の
距
離
を
で
き
る
限
り

縮
め
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
を

作
り
だ
す
こ
と
を
考
え
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

北　　　毛　　　病　　　院
北 毛 診 療 所

内  科 小 児 科 外  科 神 経 科 皮 膚 科 専門外来

午前 午後 午前 午後 夜間 午前 午後 午前 午後 午前 午前 午後 夜間 午前 午後

月
橋本（予約）
吉野（予約）
片田（予約）

木村
生方（予約） 福江 休診 福江 助川 休診 鈴木 休診 休診 消化器：根本 大腸肛門：助川

（第2） 生方 休診

火
飯島（予約）
生方（予約）
清水

清水
小澤良

（第1・3・5）
医師交代 休診 休診 助川 休診 八代

鈴木 八代 休診
糖尿病：下村
糖尿病：吉野聡
大腸肛門：大島

甲状腺：桑原
(第 2・3・4）
喘息：古賀
循環器：船田
(第 2・4）

橋本 甲状腺：桑原
(第 1)

水

橋本（予約）
吉野（予約）
宇敷（予約）
三橋（予約）
清水

清水
久保

（第1・2・3・5）
柳屋

福江（予約）休診 福江 小暮 休診 鈴木 鈴木 岡 糖尿病：生方
消化器：根本

甲状腺：桑原
（第1）
禁煙：吉野

小林 休診

木
飯島（予約）
橋本（予約）
鈴木伸
（第2）

橋爪 五十嵐 休診 休診
大島
安藤

（第1・3・5）
休診 鈴木 休診 休診

糖尿病：小澤
循環器：戸田
大腸肛門：助川
（第2・4）

小児予防接種
：岩脇

まき爪：根本
整形：医師交代
高血圧：小林
（第1・2）

生方 休診

金 吉野（予約）
片田（予約）

吉野聡
（受付4：30終了）

柳屋
福江（予約）休診 福江 小暮 小暮 八代 八代 休診

喘息：笠原
肝胆膵：小暮
けいれん：柄沢
（第1）

飯島 休診

土

吉野（予約）
飯島（予約）
（第1・2・4・5）
木村（予約）
（第1･3･5）
桑原（予約）
（第2･4）

休診 福江 休診 休診 助川 休診 鈴木 休診 休診

整形：医師交代
循環器：船田
(第 1・3・5)
糖尿病：橋本貢
（第1･3）
消化器：根本

小林 休診

（注）
受付時間　 午前（AM8:30～ 12:00）、午後（PM1:00～ 5:00）、夜間（PM6:00～ 6:30）
診療時間　 午前 (AM9:00～）、午後（PM2:00～）、夜間（診療科・専門外来により異なります。）
内　　科　午前診療は予約優先となります。急病での来院時には看護師にお声掛けください。
　　　　　金曜日午後はPM4:30受付終了となります。
小 児 科　夜間外来はPM4:30受付開始となります。
　　　　　水曜・金曜日の福江医師は、医師指示による予約診療のみとなります。

精 神 科　 予約診療となります。初診での診療希望時にはお電話にてお問い
合わせください。

　　　　　水曜日午後はPM4:00受付終了となります。
外　　科　火曜日第２・４午前外来はAM11:30受付終了となります。
皮 膚 科　11:30受付終了となります。
専門外来　予約診療となります。
　　　　　診療ご希望の場合は、受付にお問い合わせください。

専門外来診療（診療開始時間）

喘 息 外 来 火曜日：14:00～、
金曜日：14:00～

整 形 外 来 木曜日：18:30～、
土曜日：9:00～

糖 尿 病 外 来 火曜日、水曜日、木曜日、
第1・3土曜日：9:00～

甲 状 腺 外 来

第1水曜日：18:30～
第2･3･4火曜日：
14:00～
第1火曜日（診療所）：
14:00～

循 環 器 外 来

第2･4火曜日：
14:00～
木曜日：9:00～
第1･3･5土曜日：
9:00～

高 血 圧 外 来 第1・2木曜日：
18:00～

禁 煙 外 来 水曜日：18:00～

消 化 器 外 来 月曜日、水曜日、土曜日：
9:00～

大腸肛門外来
第2月曜日：18:00～
火曜日、第2・4木曜日：
9:00～

肝 ･胆 ･ 膵外来 金曜日：14:00～
ま き 爪 外 来 木曜日：17:00～
けいれん外来 第1金曜日：14:00～
小 児 予 防
接 種 外 来 木曜日：14:00～

北毛保健生協外来医師診療表（2016年12月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

小林所長と６人のスタッフ

12
月
30
日
（
金
）
〜
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
北
毛
病

院
外
来
、
北
毛
診
療
所
、
通
所
、
訪
問
、
居
宅
介
護
事

業
所
は
休
業
と
な
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

急
患
は
こ
の
限
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

11月10日に高崎市総合福祉センターで第
６回「群馬県高齢者大会」が開かれまし
た。
「憲法をいかし　戦争法廃止を」をテー

マに、浜　矩子（同志社大学大学院ビジネ
ス研究会教授）さんの「憲法と経済を考え
る」と題した記念講演と加盟地域団体の活
動が紹介されました。
記念講演では、250人
が会場を埋め「失敗
したアベノミクス」
に対する痛烈な批判
に共感の拍手が上が
りました。

第６回 群馬県高齢者大会

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
た
ま
ご
ホ
ー
ル

11
10

インフルエンザ予防接種　中学生以下は完全予約制となります。混雑しておりますので、お早めにお問い合せ下さい。
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師 
看　護　師 
保　健　師 
薬　剤　師 
ヘ ル パ ー 
事　　　務 
事　　　務 
医 療 事 務 
看 護 助 手 
介護福祉士（病院） 
作業療法士 
言語聴覚士 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
パート 
常勤・パート 
登録 
常勤（経理経験者） 
常勤（2017年卒業可） 
パート 
常勤 
常勤（2017年卒業可） 
常勤（2017年卒業可） 
常勤（2017年卒業可） 

７
年
前
「
く
ら
し
と
医
療
」

を
配
っ
て
い
た
前
任
の
方
が
ケ

ガ
で
入
院
さ
れ
、「
配
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
か
わ
り
に
私
が

配
っ
て
や
る
よ
」
と
言
っ
て
引

き
受
け
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
治
る
こ
と
は
な

く
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

小
野
上
支
部

木
村
　
京
子
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

た
。
そ
れ
か
ら
、
ず
っ
と
配
り

現
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
苦
に
は
な
ら
ず
散
歩

が
て
ら
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

配
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は

坂
の
上
と
下
組
み
16
軒
あ
り
ま

す
。「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

家
で
獲
れ
た
野
菜
だ
か
ら
食
べ

て
お
く
れ
」
と
い
ろ
い
ろ
野
菜

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
配
れ
る
限
り
運
動
と
思
っ

て
配
り
ま
す
。

（
小
野
上
支
部
　
唐
澤
崇
子
）

10
月
14
日
北
毛
保
健
生
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
ゆ
み
の
会
」

は
５
年
ぶ
り
の
親
睦
を
兼
ね
た

日
帰
り
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

行
き
先
は
、
歴
史
を
思
わ
せ
る

信
州
山
田
温
泉
大
湯
で
す
。
道

中
の
白
根
山
頂
あ
た
り
は
紅
葉

も
始
ま
り
、
緑
と
赤
黄
色
と
山

肌
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
目

を
奪
わ
れ
ま

し
た
。
昼
食

も
お
い
し

く
、
差
し
入

れ
の
赤
飯
、

漬
物
、
煮
物

で
満
腹
。
そ

の
後
の
湯
は

熱
め
で
身
体

も
心
も
温
ま

る
よ
い
湯
で

し
た
。車
中
は
景
色
に
合
わ
せ
、

歌
を
う
た
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り

に
興
じ
、
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

新春恒例となっています「くらしと医療新
年号」の組合員作品コーナー（４面）を公募
させていただくことになりました。みなさま
の自信作をお待ちしております。
出展作品：絵画・写真・短歌・俳句・書道・

絵手紙・制作物　等
条　　件：北毛保健生活協同組合員

（お一人様につき１点とさせてい
ただきます）

申込期間：12月15日（木）までに事務局まで
お持ち下さい。

＊応募多数の場合は、抽選とさせていただき
ます。
応募問い合わせ：北毛保健生協　事務局

TEL：0279-24-2141

「くらしと医療　新年号」
組合員作品募集

活動報告

▲南有馬班
11／15 シナプソロジーで集中力アップ

▲豊秋西浦班
11／７　市民会館で行われた「全国創作こ
けし美術展」へウォーキング班会

▲半田合同芸能班会
11／16 舞台でそろって手踊り

▲市街地支部合同
11／18 渋川市老人センターで
介護相談班会

t
有
馬
五
輪
平
班

11
／
17

脳
い
き
い
き
と

尿
チ
ェ
ッ
ク
、
笑
い
ケ
ア

▼子持支部合同
11／２　子持神社周辺を放射線測定ウォー
キング班会

▲吉岡支部
11／15 ダンベル体操班会　体操後は
お茶会

▼豊秋支部
11／14 グラウンドゴルフ大会で健康チェ
ックを開催

s
伊
香
保
支
部
合
同

11
／
18

す
こ
し
お
の
ス

ス
メ
と
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

教
育
文
化
委
員
会

折
り
紙
教
室

あ
ゆ
み
の
会

旅
行

５
年
ぶ
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 10

14

シ
ュ
で
き
た
旅
行
で
し
た
。

（
木
暮
　
洋
子
）

11／９　組合員ホールで教育文化委員会主催の折り紙教室
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